
環境を考慮したアップサイクル製品開発

想定される適用分野・用途・業界 産業界へのアピールポイント

(社会背景・目的）
環境問題の意識の高まり、SDGｓの浸透、消費者
意識の変化により、環境を考慮したものづくりへ
の関心が広がっている。環境を考慮した材料を用
いてアップサイクルとしての製品開発に取り組ん
でいる。

(概 要）
・生分解性プラスチックPLAの力学特性把握
・３Dプリンターを用いた製品開発
・ラティス構造を用いた設計製品開発の応用
今後、屋外利用を想定した「耐候性試験」などを
含めた特性把握を行う。

(期待される効果）

・３Dプリンターの廃材を再利用する製造技術へ

応用を行う。
・「循環者」としての取り組みに貢献する
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研究内容(社会背景・目的、概要、期待される効果）

●日用品、文房具、玩具など
●屋外・公園に設置する遊具など

●ウェルビーイングを実現するための
製品として展開可能

●環境を考慮したアップサイクル製品
●サーキュラーデザインの啓発

図 ラティス構造（シュワルツD）に
よるプランター
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